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9：00～ 9：05 開会挨拶　大会長

9：05～ 9：15 来賓挨拶

9：15～10：00 大会長講演「食品機能の細胞生物学―朝鮮人参の心血管保護作用を科学する」
座長：国際先端総合医学研究所所長・日本血管内治療学会理事長 岡田　昌義

徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部教授・大会長 中屋　　豊

10：00～11：00 特別講演Ⅰ「芸術と医療」
座長：日本カジノ健康保養学会代表・クリニック釈羅院長 中西　昭憲

日展会員・美科学研究グループ代表 藤島　博文

11：00～12：30 講演および対談「これからの世界の医療」
座長：東京大学名誉教授・日本統合医療学会理事長 渥美　和彦

東京大学名誉教授・日本統合医療学会理事長 渥美　和彦
秀明大学名誉教授・日本医療経営学会理事長 廣瀬　輝夫

12：30～13：30 ランチタイム

13：30～14：15 特別講演Ⅱ「医学の進歩と未来」
座長：医療法人天神会理事長 古賀　伸彦

防衛医科大学副校長 菊地　　眞

14：15～16：15 シンポジウムⅠ「統合医療に於ける先端医療の役割」
座長：順天堂大学名誉教授・理事 佐藤　信紘

座長：防衛医科大学副校長 菊地　　眞
病気を「システムで解く」オミックス医療の可能性

東京医科歯科大学大学院生命情報科学教育部教授 田中　　博
ゲノム診断 昭和大学歯学部教授 新谷　　悟
機能性食品 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部教授 寺尾　純二

16：15～16：45 講演および実演「音楽の効果」
座長：宮城大学名誉教授・鈴鹿短期大学特任教授 佐治　順子

東邦音楽大学特任准教授 馬場　　存

16：45～18：15 シンポジウムⅡ「全人的医療に於ける漢方の役割」
座長：徳島大学薬学部学部長 高石　喜久
座長：医療法人東洋病院院長 清水　　寛

漢方が劇的に変えるがん治療 癌研究会有明病院消化器内科部長 星野惠津夫
漢方は癌患者の延命に寄与できる 徳島大学名誉教授 竹川　佳宏
生活習慣病の予防・治療に果たす漢方薬の役割 愛知学院大学心身科学部長 佐藤　祐造

18：30～ 懇親会

第1日目　12月11日（土）ププロロググララムム

徳島大学 大塚講堂会場

13：30～15：30 CAMの講演および実演 座長：日本ヨーガ療法学会理事長 木村　慧心
座長：ナチュラル心療内科クリニック院長 竹林　直紀

ヨーガ療法の歴史と諸技法紹介 日本ヨーガ療法学会理事長 木村　慧心
セルフケアで生命を維持する革命的な有効手段気功法「六字訣気功法の呼吸理論と実践の効果」

NPO気功文化センター理事長・日本医療気功学会理事 劉　　　超
太極拳 医療法人東洋病院院長 清水　　寛

実演：徳島県太極拳協会会長 岡本　洋二
きくち体操 きくち体操創始者 菊池　和子

15：30～16：15 今回のホメオパシー問題に関する統合医療学会としての統括
座長：東京女子医科大学名誉教授 阿岸　鉄三

東京女子医科大学准教授 川嶋　　朗

16：15～18：15 CAM特別講演 座長：東京女子医科大学名誉教授 阿岸　鉄三
座長：大阪大学生体機能補完医学講座教授 伊藤　壽記

日本アーユルヴェーダ学会の歩みと医療への貢献
富山大学名誉教授・日本アーユルヴェーダ学会理事長 田澤　賢次

現代科学からみた中国伝統医学 日本大学医学部脳神経外科教授 酒谷　　薫
日本ドクター・オブ・カイロプラクティック協会会長 後藤　雅博

帯状疱疹後神経痛（PHN）に対するオゾン療法の有効性について 日下診療所院長 日下　史章

長井記念ホール会場
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9：00～11：15 シンポジウムⅢ「近代医学とCAMの接点」
座長：東京大学名誉教授・日本統合医療学会理事長 渥美　和彦

座長：埼玉医科大学腎臓内科教授・次期大会長 鈴木　洋通
心と体に迫る鍼灸医学の立場から 明治国際医療大学伝統鍼灸学教室教授 篠原　昭二

日本ヨーガ療法学会理事長 木村　慧心
医学からCAMへの期待 東京女子医科大学准教授 川嶋　　朗
医学からCAMへの期待 医療法人社団明徳会福岡歯科理事長 福岡　博史
医学からCAMに期待すること 関西医科大学心療内科学教室 土井　麻里

特別発言：京都大学大学院 小野　直哉

11：15～12：00 招待講演 座長：社団法人生命科学振興会理事長 渡邊　　昌
神奈川県立保健福祉大学教授栄養学科長・日本栄養士会会長 中村　丁次

12：00～13：00 ランチタイム及び代議員会

13：00～13：15 会員総会

13：15～15：45 シンポジウムⅣ「統合医療センター構想と統合医療病院・クリニックモデル」
座長：東北大学名誉教授 仁田　新一

座長：九州大学医学部心療内科教授・九州大学病院院長 久保　千春
統合医療センター構想と統合医療病院・クリニックモデル 東北大学名誉教授 仁田　新一
エビデンスに基づく統合医療（Evidenced-based Integrative Medicine; EBIM）を
実践するためのがん混合診療医療特区構想─吹田モデル 大阪大学生体機能補完医学講座教授 伊藤　壽記
九州大学 九州大学医学部心療内科教授・九州大学病院院長 久保　千春
沖縄統合医療リハビリテーションセンター計画について

沖縄リハビリテーションセンター病院理事長 宮里　好一
帯津三敬病院での統合医療への取り組み 帯津三敬病院副院長 鈴木　　毅
統合医療をめざす民間病院の研究と実践 医療法人社団水生会理事長 柴田　眼治
地域医療における統合医療―朝霧高原診療所の試み― 朝霧高原診療所院長 山本　竜隆
歯科における統合医療　その現状と未来 くぼ歯科くぼ鍼灸院院長 久保　茂正

15：45～18：00 市民公開講座 司会：徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部教授・大会長 中屋　　豊
衆議院議員、厚生労働委員、民主党徳島県第3区総支部長 仁木　博文

第1部「徳島県の特徴ある取り組み」
糖尿病メディカルツアー 徳島大学糖尿病臨床・研究開発センター特任教授 松久　宗英
企業としての健康食品への取り組み 大塚製薬（株）ニュートラシューティカルズ事業部 岡　三希生
第2部「健康食品との上手なつきあい方」 座長：宮城大学食産業学部教授 津志田藤二郎

座長：徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部教授 寺尾　純二
科学的根拠に基づくサプリメントの選び方・使い方 健康科学大学教授 蒲原　聖可
日本食を構成する食品の有用性と食材開発の動向 宮城大学食産業学部教授 津志田藤二郎
健康食品・サプリメントと上手に付き合う方法とは？―抗酸化機能の立場から

愛知学院大学心身科学部教授 大澤　俊彦
食品機能の科学的根拠とその国際比較 名古屋文理大学健康生活学部教授 清水　俊雄

第2日目　12月12日（日）ププロロググララムム

徳島大学 大塚講堂会場

9：00～10：30 シンポジウムⅤ「統合医療と臨床栄養指導の現状と課題」 座長：藤女子大学副学長 藤井　義博
座長：中部大学応用生物学部准教授・（社）徳島県栄養士会会長 高橋　保子

管理栄養士は忘れてはいけない「生活法」と緩和栄養の理念 藤女子大学副学長 藤井　義博
統合医療と臨床栄養指導の現状と課題 せんぽ東京高輪病院栄養管理室長 足立香代子
飽食、情報過多、バーチャルの中で、子どもの食に思うこと 食育コーディネータ 大村　直己

10：30～12：00 認定の会 座長：医療法人湖山荘あずま通りクリニック院長 熊代　　永
座長：東京女子医科大学准教授 川嶋　　朗

演者：代表世話人10名

13：15～14：15 統合医療における看護の可能性 司会：日本赤十字看護大学教授 川嶋みどり
司会：札幌医科大学保健医療学部教授 猪股千代子

看護における身体接触の役割─皮膚の新たな機能から考える
桜美林大学心理・教育学系准教授 山口　　創

14：15～15：45 パネルディスカッション「看護」 桜美林大学心理・教育学系准教授 山口　　創
静脈血流と看護 富山医科薬科大学成人看護学教授 八塚　美樹
技がもたらす看護：タクティールケア （株）日本スウェーデン福祉研究所 木本　明恵

長井記念ホール会場


